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RecordsofZoarcidFishesfromToyamaBay,theJapanSea
HisaoNambul)，KaoruKido2）andMamoruYabe3）
Atotalof273ZoarcidspeclmenscollectedfromToyamaBaydepositedatthe
TovamaScienceMuseumwerestudied・Inthiscollection,slxspecieswereconfirmed，
Ararespecies,Lyco昨s/tゆ0"ﾉc"s,wereconfirmedinthiscollection．
明な’個体が確認されただけであり，富山湾
における生息状況は不明である。
今回確認された6種は，すでに日本海での
生息が確認されている種であり（益田他，
1984)，また，富山湾からも報告されている種
である（津田，1990)。
益田他（1984）によれば，これらの種の分
布は次の通りである。サラサガジ（山陰地方
以北の日本海，金華山以北の太平洋，オホー
ツク海南部，台湾)，アゴゲンゲ(日本海，オ
ホーツク海南部)，アシナガゲンゲ（富山湾』
佐渡沖)，タナカゲンゲ(島根県以北の日本海
～オホーツク海)，クロゲンゲ及びノロゲンゲ
（日本海，オホーツク海)。アシナガゲンゲ
は,近年,大和堆の水深392～595mからも報告
され(南部他，1992)，Nishimuraが指摘して
いるように，本種は日本海中部海域の深海に
生息する固有種と考えられる。
今回確認した富山湾のゲンゲ科魚類は，大
和堆と類似するが(南部他，1992)，大和碓か
ら確認されているマツバラゲンゲLy“‘蕗
獅α応zf“miToyoshimaは今回の調査では富
山湾からは確認できなかった。
はじめに
筆者らは，富山湾の魚類相について再検討
を進めている。現在まで，ハゼ科魚類，カレ
イ目魚類，クサウオ科魚類について報告した
（南部他，l990a，1990b，1991)。Nishimura
（1968）は，日本海の深海で繁栄している二
次性（secondary）深海魚のグルー プとして
カジカ科，クサウオ科，ゲンゲ科をあげてい
るが，今回は，富山湾のゲンゲ科魚類につい
て報告する。
富山湾で確認されたゲンゲ科魚類
調査した標本は，富山市科学文化センター
に収蔵している富山湾産ゲンゲ科魚類273個
体である。標本は，富山湾新湊市沖の水深300
m前後で漁獲された個体が多い。
今回の標本調査により，富山湾から6種の
ゲンゲ科魚類が確認された(表1）。これらの
内，アゴゲンゲ，クロゲンゲ，ノロゲンゲは
水深300m前後の底引き網で普通に漁獲され，
特にノロゲンゲが多獲される。タナカゲンゲ
はこれら3種ほどは多くはなく，アシナガゲ
ンゲは稀である。サラサガジは採集水深が不
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表l・富山湾産ケンケ科魚類
サラサガジDa〃"加γ伽刀敗加“"""(うれ（JordanetFowlel-ミ
アゴゲンゲPeか0sch"""/〃／(Wαﾉ"“s芯Katayama
アシナガケンケLj1“"“ﾉｾZ"()7"(wsMatsubaraetlwai
タナカゲンゲLVcod“／α""〃〃JordanetThompson
クロケンケLycOぱ9s抑(7如刀""櫛(Tanaka）
ノロゲンケA"0/幼js/z(ﾉﾉﾙ""iJordanetHubbs
??、?〕??‐???????〕
津田(1990)，はナガガジZt)αγ“sg/0"即加s
Kner，ニラミゲンゲZﾙ7z“"〃”07"“
(Katayama)，ヨコシマガジム,”"2s加“γ()た
力応TaranetzetAndriashev，シロゲンゲ
BO/〃γ0mﾉ獅加0"eBean，カンテンゲンゲ
〃s"し伽s/"”ﾙajJordanetHubbsを富山湾
から報告しているが，今回は，確認できなか
った。
富山水試は富山県水産試験場を示す。富山市
科学文化センターの魚類標本の登録の分類区
分はToyamaScienceMuseum-Pisces；（略
号；TOYA－Pi)であるが，目録中では省略し
た。標本は全て富山市科学文化センターにホ
ルマリン漬けで収蔵している。
硬骨魚綱Osteichthyes
スズキ目Perciformes
ケンケ科Zoarcidae謝辞
北海道大学水産学部教授尼岡邦夫博士には
日頃より日本海の魚類相について貴重なご教
示を賜っている。小柳貢博士（㈱たくぎん総
合研究所）には日本海のゲンゲ科魚類につい
てご教示賜った。富山県水産試験場，護摩
堂七郎氏（富山市)，津田武美氏（新湊市)，
土井捷三郎氏(富山県水産試験場)，縄井常松
氏（新湊市)，和田勲氏（新湊市）には貴重な
標本を寄贈いただき，水橋漁業共同組合には
標本収集に協力していただいた。以上の方々
に厚くお礼申し上げる。
サラサガジD“〃加γ伽"〃/)0“"”0〃
（JordanetFowler）
8289(1)，富山市水橋漁港，小学生拾う，
19850326
アゴゲンゲRﾉ"℃Sc〃加忽"α＃Qyα"2“szs
Katayama
6841(1)，滑川市～富山市岩瀬沖，富山水試，
19850928；6934(1),8006-804914),8063-8064
(2)，8079-8()86(8)，8127-8146(20)，新湊市沖
水深3()0m，和田勲，1989()317；8161-
8175(15),新湊市沖底引き網水深3()0～440m,和
田勲，19911119：8286-8287(2)，富山湾西側
水深150～400m，津田武美，’9881010-
19881110
富山湾産ゲンゲ科魚類目録
目録中に掲城された種の配列，和名，学名
は益田他（1984)，Toyoshima（1985）を参考
にした。データは，登録番号，個体数（括弧
内)，採集場所（採集水深)，採集年月日，採
集者叉は寄贈者の順に記した。採集場所で，
漁港名の記述のある場合は，水揚げされた漁
港を示す。19890101は1989年1月1日を示す。
アシナガケンケLym〔/“ノヒz/〕0噸αfs
Matsubaraetlwai
6838(1)，6874～6878(5)，滑川市～富山市岩瀬
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8239(1),富山市水橋沖水深350～40()m,護摩堂
七郎，19851120；8240(1)，8261-8265(5)，富
山湾西側水深150～400m,津田武美,1988101〔；
-19881110；8241-8250(10)，滑川市～富山市
岩瀬沖，土井捷三郎，19880928；8251-
826()(10)，富山市岩瀬沖水深300m，宮本望，
19910326；8266-8268(3)，新湊市沖水深308
m，和田勲，1989()317；8269-8270(2)，富山
湾，護摩堂七郎，19850118；8418-8426(9)，
滑川市滑川漁港沖水深350m，富山水試，
19880325
沖，富山水試，19880928；6873(1)，滑川漁港
沖水深350m，富山水試，19880325
タナカゲンゲLVcod“””“ノJordanet
Thompson
6935(1)，新湊市沖水深3()0m，和田勲，
19890317；8271(1)，富山湾西側水深15()～400
m，津田武美，’9881010-19881110；8272(雌
新湊市沖水深180～350m，和田勲・縄井常松、
'9890110-1989033()；8273-8274(2)，富山市
岩瀬沖水深300m，宮本望，19910326
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